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特集　シリーズ比較法シンポジウム二〇一八（一）

特
集シ

リ
ー
ズ
比
較
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
八
（
一
）

解　

題

前　

田　

美　

千　

代

一　

シ
リ
ー
ズ
比
較
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
八
の
開
催
に
つ
い
て

　

シ
リ
ー
ズ
比
較
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
八
（K

eio Com
parative Law

 Sym
posium

 2018

）
は
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
と
大

学
院
法
務
研
究
科
の
共
催
に
よ
り
、
二
〇
一
八
年
七
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
全
六
回
に
わ
た
る
シ
リ
ー
ズ
企
画
と
し
て
、
慶
應
義

塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
開
催
の
目
的
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
を
中
心
に
著
名
な
法
学
者
を
日
本
へ

招
聘
し
、
国
際
化
に
と
も
な
う
国
内
法
制
お
よ
び
実
務
へ
の
影
響
な
ら
び
に
そ
の
相
互
比
較
を
行
う
機
会
を
提
供
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
招
聘
講
演
者
の
出
身
国
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
タ
リ
ア
、
パ
ナ
マ
と
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
分
野
も
、
国
際
私
法
、
契
約
法
、
家
族
法
、
憲
法
、
法
文
化
論
、
民
事
訴
訟
法
と
幅
広
く
、
各
種
法
分
野
を
横
断
す
る
内
容
と
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な
っ
た
。

　

本
特
集
で
掲
載
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
第
一
回
、
第
二
回
、
第
五
回
お
よ
び
第
六
回
の
講
演
原
稿
に
つ
い
て
、
講
演
会
当
日

の
質
疑
応
答
を
踏
ま
え
各
講
演
者
が
書
き
改
め
た
も
の
を
翻
訳
し
直
し
た
上
で
監
訳
・
監
修
を
経
た
も
の
で
あ
る
。
監
訳
・
監
修
は
、

各
講
演
会
で
討
論
者
を
務
め
た
各
分
野
の
専
門
家
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

二　

各
講
演
会
の
概
要

1
　
第
一
回
講
演
会

　

二
〇
一
八
年
七
月
一
一
日
開
催
の
第
一
回
講
演
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
リ
ト
ラ
ル
国
立
大
学
法
学
部
フ
ロ
レ
ン
シ
ア
・
ウ
ェ
ゲ
ル

＝
オ
ス
チ
助
教
に
よ
り
ス
ペ
イ
ン
語
で
行
わ
れ
た
「
二
〇
一
五
年
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
新
民
商
法
典
に
お
け
る
国
際
私
法
規
定
に
つ
い

て
」
で
あ
り
、
芳
賀
雅
顕
法
務
研
究
科
教
授
（
民
事
訴
訟
法
）
が
討
論
者
を
務
め
、
山
口
詩
帆
君
（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究

科
博
士
課
程
）
が
通
訳
を
担
当
し
た
。

　

本
講
演
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
新
民
商
法
典
に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
国
際
私
法
規
定
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
国
際
私
法
規
定
は
、

ベ
レ
ス
（D

alm
acio V

élez Sarsfield

（
（
（

）
に
よ
る
一
八
六
九
年
旧
民
法
に
は
存
在
せ
ず
、
二
〇
一
五
年
新
法
典
で
初
め
て
設
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、
歴
史
的
経
緯
に
よ
り
、
手
続
法
の
み
州
ご
と
に
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
た
め（

（
（

、
新
民

商
法
典
で
定
め
ら
れ
た
の
は
、
国
際
裁
判
管
轄
と
準
拠
法
の
み
で
、
外
国
判
決
の
承
認
・
執
行
に
関
し
て
は
何
ら
規
定
が
置
か
れ
な

か
っ
た
。
今
回
の
講
演
で
特
に
強
調
さ
れ
た
の
は
、「
法
源
対
話
（diálogo de fuentes

）」
と
い
う
法
理
論
で
あ
る
。
法
源
対
話
と

は
、
上
位
法
優
位
の
原
則
や
、
特
別
法
優
先
の
原
則
、
後
法
上
位
の
原
則
と
い
う
伝
統
的
方
法
に
よ
ら
ず
に
、
法
令
間
の
矛
盾
を
克

服
す
る
ル
ー
ル
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
国
際
私
法
学
者
エ
リ
ッ
ク
・
ジ
ェ
イ
ム（

（
（

が
唱
え
た
法
理
論
が
、
ジ
ェ
イ
ム
の
下
で
学
ん
だ
ブ
ラ
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ジ
ル
の
ク
ラ
ウ
ジ
ア
・
リ
マ
＝
マ
ル
ケ
ス
教
授
（
リ
オ
・
グ
ラ
ン
ヂ
・
ド
・
ス
ル
連
邦
大
学
）
の
功
績
に
よ
り
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
広

く
普
及
し
た
も
の
で
あ
る
が（

（
（

、
わ
が
国
で
は
あ
ま
り
研
究
が
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る（

（
（

。
な
お
本
改
正
作
業
プ
ロ
セ
ス
の
特
徴
と
し

て
、
起
草
委
員
会
が
、
学
識
経
験
者
お
よ
び
法
律
実
務
家
を
広
く
招
集
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
民
主
的
方

法
は
、
国
土
が
広
大
で
あ
る
こ
と
や
、
先
述
の
よ
う
に
州
に
よ
っ
て
司
法
制
度
が
異
な
る
こ
と
、
な
ら
び
に
、
地
域
ご
と
に
様
々
な

ニ
ー
ズ
や
気
質
・
風
土
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
非
常
に
有
用
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

2
　
第
二
回
講
演
会

　

二
〇
一
八
年
七
月
一
八
日
開
催
の
第
二
回
講
演
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
マ
ル
・
デ
ル
・
プ
ラ
タ
国
立
大
学
法
学
部
ミ
ゲ
ル
・
ア
ン

ヘ
ル
・
ア
コ
ス
タ
教
授
に
よ
り
ス
ペ
イ
ン
語
で
行
わ
れ
た
「
二
〇
一
五
年
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
新
民
商
法
典
に
お
け
る
契
約
法
お
よ
び
家

族
法
の
重
要
改
正
」
で
あ
り
、
前
田
美
千
代
が
討
論
者
を
務
め
、
高
橋
一
実
君
（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
）
が

通
訳
を
担
当
し
た
。

　

本
講
演
で
は
、
演
題
の
と
お
り
、
二
〇
一
五
年
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
新
民
商
法
典
に
つ
い
て
、
契
約
法
お
よ
び
家
族
法
に
関
す
る
重
要

改
正
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
た
。
全
体
と
し
て
一
八
六
九
年
旧
民
法
に
お
け
る
判
例
法
理
が
明
文
化
さ
れ
た
改
正
で
あ
り
、
外
国
法
か

ら
の
影
響
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
民
法
総
則
に
あ
た
る
第
一
巻
で
は
、
後
見
法
分
野
で
行
為
能
力
制
限
を
伴

わ
な
い
「
支
援
（apoyo

）」
制
度
が
設
け
ら
れ
た
ほ
か（

（
（

、
契
約
法
（
第
三
巻
）
で
は
、
契
約
総
則
に
、「
同
意
、
申
込
み
お
よ
び
承
諾

（Consentim
iento, oferta y aceptación

）」（
九
七
一
条
～
九
八
三
条
）、「
約
款
に
よ
る
附
合
契
約
（Contratos celebrados por 

adhesión a cláusulas generales predispuestas

）」（
九
八
四
条
～
九
八
九
条
）
に
加
え
、「
契
約
交
渉
（T

ratativas 

contractuales

）」（
九
九
〇
条
～
九
九
三
条
）
や
「
予
備
契
約
（Contratos prelim

inares

）」（
九
九
四
条
～
九
九
六
条
）、「
一
方
予

約
（Pacto de preferencia y contrato sujeto a conform

idad

）」（
九
九
七
条
～
九
九
九
条
）
と
い
っ
た
契
約
締
結
過
程
に
関
す
る
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規
律
が
明
文
化
さ
れ
た
。
ま
た
、「
下
請
契
約
（Subcontrato

）」（
一
〇
六
九
条
～
一
〇
七
二
条
）
や
「
複
合
契
約
（Contratos 

conexos

）」（
一
〇
七
三
条
～
一
〇
七
五
条
）
に
関
す
る
規
律
も
明
文
が
置
か
れ
た
。
契
約
締
結
過
程
に
関
す
る
規
律
は
フ
ラ
ン
ス
債

務
法
改
正
で
も
採
用
さ
れ
た
が（

（
（

、
わ
が
国
の
債
権
法
改
正
で
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
様
々
な
典
型
契
約
類
型
が
大
幅
に
追

加
さ
れ
た
。
家
族
法
（
第
二
巻
）
で
は
、
同
性
婚
に
関
す
る
規
律
、
性
転
換
に
関
す
る
権
利
と
い
っ
た
、
憲
法
規
範
を
具
体
化
す
る

規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
（fam

ilia ensam
blada

）
に
つ
い
て
も
、
子
の
養
親
で
は
な
い
配
偶
者
お
よ
び
同
居

人
を
「
隣
接
親
権
者
（progenitor afín

）」
と
し
て
親
権
を
認
め
、
監
護
義
務
等
の
親
責
任
（responsabilidad parental

）
を
負
わ

せ
る
類
型
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
（
六
七
二
条
～
六
七
六
条（

（
（

）。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
、
伝
統
的
な
婚
姻
家
族
に
対
置
す
る
概
念
と

し
て
「
同
愛
家
族
（fam

ília hom
oafetiva

）」
と
い
う
考
え
方
が
提
唱
さ
れ
て
お
り（

（
（

、
同
性
婚
の
容
認
へ
と
結
実
し
て
い
る
が（

（1
（

、
こ

う
し
た
「
同
情
愛
を
基
礎
と
す
る
家
族
」
観
は
、
婚
姻
に
限
ら
ず
親
子
に
対
し
て
も
そ
の
影
響
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
本

講
演
で
は
、
主
に
新
規
の
ル
ー
ル
を
中
心
に
解
説
が
行
わ
れ
た
が
、
本
改
正
自
体
は
伝
統
と
革
新
を
調
和
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

3
　
第
五
回
講
演
会

　

二
〇
一
八
年
一
〇
月
四
日
開
催
の
第
五
回
講
演
は
、
パ
ナ
マ
大
学
法
学
部
ヒ
ル
ベ
ル
ト
・
ブ
タ
ン
教
授
に
よ
り
ス
ペ
イ
ン
語
で
行

わ
れ
た
「
パ
ナ
マ
新
国
際
私
法
典
に
お
け
る
非
対
等
当
事
者
間
の
準
拠
法
」
で
あ
り
、
北
澤
安
紀
法
学
部
教
授
（
国
際
私
法
）
が
討

論
者
を
務
め
、
講
演
会
当
日
の
通
訳
は
ブ
タ
ン
教
授
の
教
え
子
で
あ
る
ル
ベ
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ズ
氏
（
北
海
道
大
学
法
学
研
究
科
助
教
、

パ
ナ
マ
弁
護
士
）
が
担
当
し
た
。

　

ブ
タ
ン
教
授
は
、
二
〇
一
五
年
施
行
の
パ
ナ
マ
新
国
際
私
法
典
の
起
草
者
で
あ
り
、
本
講
演
で
は
、
パ
ナ
マ
新
国
際
私
法
典
の
中

か
ら
、
非
対
等
当
事
者
間
の
準
拠
法
に
つ
い
て
、
比
較
法
的
見
地
よ
り
、
パ
ナ
マ
法
、
日
本
法
と
い
っ
た
国
内
法
制
間
比
較
の
み
な
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ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
条
約
法
に
つ
い
て
も
焦
点
を
当
て
た
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
国
内
法
等

で
も
、
弱
者
当
事
者
保
護
の
見
地
か
ら
、
当
事
者
自
治
に
よ
る
自
由
な
準
拠
法
選
択
を
制
限
す
る
法
制
度
を
採
用
し
て
い
る
も
の
が

あ
る
中
、
パ
ナ
マ
新
国
際
私
法
典
で
は
、
国
際
消
費
者
契
約
の
場
合
に
、
消
費
者
利
益
優
先
原
則
の
下
、「
消
費
者
に
最
も
有
利
な
」

法
選
択
が
行
わ
れ
得
、
消
費
者
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
許
容
す
る
法
制
度
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
誰
が

「
消
費
者
に
最
も
有
利
」
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
未
だ
確
立
し
た
ル
ー
ル
が
な
い
中
、
パ
ナ
マ
新
国
際
私
法
典
お

よ
び
日
本
法
で
は
、
消
費
者
が
主
張
し
て
初
め
て
「
消
費
者
に
最
も
有
利
な
法
」
が
準
拠
法
と
し
て
適
用
さ
れ
る
。

　

こ
の
点
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
条
約
法
で
あ
る
一
八
八
九
年
・
一
九
四
〇
年
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
条
約
追
加
議
定
書
二
条
で
は
、

い
ず
れ
も
裁
判
官
の
職
権
に
よ
る
外
国
法
の
適
用
を
認
め
る
。
そ
の
上
で
、
締
約
国
政
府
に
は
相
互
に
現
行
法
お
よ
び
後
に
承
認
さ

れ
る
法
の
原
本
二
点
の
送
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
（
六
条
）。
し
か
し
、
当
時
に
お
い
て
法
情
報
を
取
り
扱
う
専
門
部
署
が
各

締
約
国
に
不
在
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
実
務
的
に
は
成
功
し
な
か
っ
た（

（1
（

。
同
じ
く
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
古
典
的
な
条
約
法
で
あ
る

一
九
二
八
年
ブ
ス
タ
マ
ン
テ
法
典
に
お
い
て
も
、
外
国
法
の
証
明
に
関
す
る
特
別
ル
ー
ル
が
置
か
れ
、
各
締
約
国
の
裁
判
官
お
よ
び

裁
判
所
は
妥
当
と
認
め
る
場
合
に
職
権
で
外
国
法
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
（
四
〇
八
条
）、
そ
の
た
め
に
、
裁
判
官
は
職
権
で
外

交
ル
ー
ト
を
通
じ
て
当
該
国
に
当
該
準
拠
法
の
法
文
、
効
力
お
よ
び
意
義
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で

き
（
四
一
〇
条
）、
要
請
を
受
け
た
締
約
国
は
で
き
る
限
り
短
期
間
に
当
該
情
報
を
提
供
す
る
義
務
を
負
う
（
四
一
一
条
）。

　

国
際
私
法
に
関
す
る
米
州
間
専
門
会
議
を
経
て
一
九
七
九
年
に
締
結
さ
れ
た
国
際
私
法
の
一
般
規
範
に
関
す
る
米
州
条
約

（Convención Interam
ericana sobre N

orm
as Generales de D

erecho Internacional Privado

）
二
条
で
は
、
締
約
国
の
裁
判
官

お
よ
び
当
局
は
、
当
事
者
の
主
張
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
当
該
国
の
裁
判
官
と
同
様
に
、
外
国
法
の
適
用
を
義
務
付
け
ら
れ
る
と
定

め
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
条
約
四
条
で
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
上
訴
可
能
性
に
つ
い
て
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、CID

P-II

の
枠
組
み
で
同
年
に
締
結
さ
れ
た
証
明
お
よ
び
外
国
法
に
つ
い
て
の
情
報
に
関
す
る
米
州
条
約
（Convención Interam

ericana 
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sobre Pruebas e Inform

ación acerca del D
erecho Extranjero

）
に
お
い
て
、
締
約
国
が
他
の
締
約
国
か
ら
請
求
を
受
け
た
場

合
に
は
、
当
該
国
の
法
文
、
効
力
、
法
的
意
義
お
よ
び
法
的
射
程
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
う
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在

は
こ
れ
ら
条
約
法
の
解
釈
の
下
で
、
消
費
者
に
最
も
有
利
な
法
が
裁
判
官
の
職
権
に
よ
り
適
用
さ
れ
得
る（

（1
（

。

4
　
第
六
回
講
演
会

　

二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
一
日
開
催
の
第
六
回
講
演
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
州
立
大
学
法
学
部
ア
ン
ト
ニ
オ
・
カ
ブ

ラ
ウ
教
授
に
よ
り
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
行
わ
れ
た
「
比
較
法
的
視
点
か
ら
み
た
ブ
ラ
ジ
ル
民
事
訴
訟
法
の
新
潮
流
」
で
あ
っ
た
。
石
川

明
教
授
記
念
手
続
法
研
究
所
と
の
共
催
で
あ
っ
た
た
め
、
三
上
威
彦
武
蔵
野
大
学
法
学
部
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
工
藤
敏
隆

法
務
研
究
科
准
教
授
お
よ
び
芳
賀
雅
顕
法
務
研
究
科
教
授
が
討
論
者
を
務
め
、
ホ
ベ
ル
ト
・
カ
ラ
ペ
ト
弁
護
士
（Licks

特
許
法
律
事

務
所
）
と
前
田
が
通
訳
を
担
当
し
た
。

　

本
講
演
で
は
、
二
〇
一
五
年
ブ
ラ
ジ
ル
新
民
事
訴
訟
法
典
の
中
か
ら
、
効
率
性
原
則
、
裁
判
官
の
事
件
管
理
、
拘
束
性
を
有
す
る

先
例
、
訴
訟
契
約
、
反
復
事
案
の
た
め
の
訴
訟
手
続
、
先
決
問
題
に
関
す
る
既
判
力
の
拡
張
等
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
。
い
ず
れ
も

わ
が
国
の
民
事
訴
訟
法
研
究
者
に
と
っ
て
非
常
に
有
益
な
論
点
で
あ
り
、
参
加
し
た
研
究
者
・
院
生
か
ら
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
白

熱
し
た
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

全
講
演
会
を
通
じ
、
の
べ
三
〇
〇
名
を
超
え
る
聴
講
者
を
動
員
し
、
そ
の
中
に
は
慶
應
義
塾
大
学
の
学
生
・
院
生
・
教
職
員
の
他
、

各
国
大
使
他
大
使
館
関
係
者
、
法
律
関
係
以
外
の
分
野
で
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
と
関
わ
る
一
般
参
加
者
が
多
数
お
り
大
変
盛
況
と
な
っ

た
。
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三　

招
聘
講
演
者
の
紹
介

1
　
フ
ロ
レ
ン
シ
ア
・
ウ
ェ
ゲ
ル
＝
オ
ス
チ
助
教
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）

　

第
一
回
（
二
〇
一
八
年
七
月
一
一
日
開
催
）
の
講
演
者
フ
ロ
レ
ン
シ
ア
・
ウ
ェ
ゲ
ル
＝
オ
ス
チ
助
教
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
北
部
の
サ

ン
タ
フ
ェ
州
に
あ
る
リ
ト
ラ
ル
国
立
大
学
法
学
部
に
所
属
す
る
国
際
私
法
研
究
者
で
あ
る
。
ウ
ェ
ゲ
ル
＝
オ
ス
チ
助
教
は
一
九
八
七

年
生
ま
れ
で
リ
ト
ラ
ル
国
立
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
二
〇
一
二
年
ま
で
弁
護
士
と
し
て
執
務
し
、
二
〇
一
四
年
に
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
大
学
に
て
国
際
私
法
分
野
で
修
士
号
を
取
得
、
二
〇
一
五
年
よ
り
学
費
全
額
免
除
の
奨
学
金
を
得
て
リ
ト
ラ
ル
国
立
大
学
の
博
士

課
程
に
在
籍
す
る
と
と
も
に
、
二
〇
一
三
年
よ
り
同
大
学
国
際
私
法
講
座
の
助
教
を
務
め
て
い
る
。
ウ
ェ
ゲ
ル
＝
オ
ス
チ
助
教
の
著

作
に
は
、
国
際
環
境
訴
訟
法（

（1
（

や
人
権
と
司
法
ア
ク
セ
ス（

（1
（

を
テ
ー
マ
と
し
た
も
の
が
あ
る
。

2
　
ミ
ゲ
ル
・
ア
ン
ヘ
ル
・
ア
コ
ス
タ
教
授
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）

　

第
二
回
（
二
〇
一
八
年
七
月
一
八
日
開
催
）
の
講
演
者
ミ
ゲ
ル
・
ア
ン
ヘ
ル
・
ア
コ
ス
タ
教
授
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
ブ
エ
ノ
ス
ア

イ
レ
ス
州
南
部
の
港
町
マ
ル
・
デ
ル
・
プ
ラ
タ
に
あ
る
国
立
大
学
法
学
部
所
属
の
商
事
法
研
究
者
で
あ
る
。
ア
コ
ス
タ
教
授
は
、
一

九
四
八
年
生
ま
れ
で
一
九
七
三
年
に
マ
ル
・
デ
ル
・
プ
ラ
タ
国
立
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
弁
護
士
と
な
っ
た
後
、
一
九
九
一
年
に
ロ

ン
ド
ン
大
学
ク
ィ
ー
ン
・
メ
ア
リ
ー
校
に
て
商
法
分
野
で
修
士
号
を
取
得
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
大
学
に
て
法
学

博
士
号
を
最
優
等
（Sum

m
a Cum

 Laudae

）
の
成
績
で
取
得
し
た
。
一
九
八
五
年
に
マ
ル
・
デ
ル
・
プ
ラ
タ
国
立
大
学
法
学
部
専

任
講
師
と
な
り
、
一
九
九
六
年
に
准
教
授
、
二
〇
一
〇
年
よ
り
現
職
の
商
法
主
任
教
授
を
務
め
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
〇

八
年
お
よ
び
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一
二
年
の
二
期
に
わ
た
り
同
大
学
法
学
部
長
を
務
め
た
。
学
外
で
は
、
マ
ル
・
デ
ル
・
プ
ラ
タ

弁
護
士
会
仲
裁
委
員
会
委
員
長
を
二
期
（
二
〇
〇
五
年
～
二
〇
一
三
年
、
二
〇
一
三
年
～
二
〇
一
九
年
）
務
め
て
い
る
。
ア
コ
ス
タ
教
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授
の
著
作
に
は
、
商
法
の
歴
史
に
関
す
る
も
の
の
ほ
か（

（1
（

、
追
奪
担
保
責
任（

（1
（

、
継
続
的
供
給
契
約（

（1
（

、
支
配
的
地
位
の
濫
用（

（1
（

な
ど
二
〇
一

四
年
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
新
民
商
法
典
に
関
す
る
も
の
が
多
数
あ
る
。

3
　
ヒ
ル
ベ
ル
ト
・
ブ
タ
ン
教
授
（
パ
ナ
マ
）

　

第
五
回
（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
四
日
開
催
）
の
講
演
者
ヒ
ル
ベ
ル
ト
・
ブ
タ
ン
教
授
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
に
お

い
て
著
名
な
国
際
私
法
学
者
で
あ
り
、
二
〇
一
五
年
パ
ナ
マ
国
際
私
法
典
の
ほ
か
、
国
際
商
事
仲
裁
法
や
渉
外
養
子
に
関
す
る
身
分

登
録
法
な
ど
国
際
私
法
分
野
に
お
け
る
各
種
パ
ナ
マ
国
内
法
の
起
草
に
関
し
て
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
現
在
、
パ
ナ
マ
大
学

法
学
部
長
を
務
め
る
と
と
も
に
、
ブ
タ
ン
法
律
事
務
所
（BO

U
T

IN
 LA

W
 FIRM

）
の
所
長
弁
護
士
と
し
て
執
務
し
て
お
り
、
学

術
・
実
務
の
両
面
で
国
際
的
に
活
躍
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
フ
ラ
ン
ス
（
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
）、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
（
マ
ル
・
デ

ル
・
プ
ラ
タ
大
学
）、
カ
ナ
ダ
（
オ
タ
ワ
大
学
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
大
学
）、
キ
ュ
ー
バ
（
ハ
バ
ナ
大
学
）、
ト
ル
コ
（
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
大

学
）、
メ
キ
シ
コ
（
国
立
自
治
大
学
、
モ
ン
テ
レ
イ
大
学
）、
ス
ペ
イ
ン
（
マ
ド
リ
ー
ド
・
コ
ン
プ
ル
テ
ン
セ
大
学
）
に
お
い
て
訪
問
教
授

と
し
て
招
聘
さ
れ
招
待
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
ブ
タ
ン
教
授
の
主
要
著
作
に
は
、
国
際
私
法
の
教
科
書
・
注
釈
書
が
含
ま
れ
て
お
り（

（1
（

、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
全
土
の
国
際
私
法
を
学
ぶ
学
生
・
実
務
家
に
よ
り
参
照
さ
れ
る
基
本
書
と
な
っ
て
い
る
。

4
　
ア
ン
ト
ニ
オ
・
カ
ブ
ラ
ウ
教
授
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

　

第
六
回
（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
一
日
）
の
講
演
者
ア
ン
ト
ニ
オ
・
カ
ブ
ラ
ウ
教
授
は
、
二
〇
〇
一
年
に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
州
立

大
学
法
学
部
を
卒
業
、
二
〇
〇
四
年
に
同
大
学
に
て
公
法
系
で
修
士
号
を
取
得
、
二
〇
一
一
年
に
訴
訟
法
で
博
士
号
を
取
得
し
た
。

博
士
課
程
在
籍
中
の
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
一
年
に
は
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
に
て
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｄ
奨
学
生
と
し
て
在
外
研
究
を

行
っ
て
い
る
。
法
律
実
務
家
と
し
て
は
、
公
共
弁
護
官
（
二
〇
〇
二
年
～
二
〇
〇
四
年
）、
連
邦
裁
判
官
（
二
〇
〇
四
年
～
二
〇
〇
五
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年
）
を
経
て
、
二
〇
〇
五
年
よ
り
今
日
ま
で
連
邦
検
察
官
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
連
邦
検
察
官
と
し
て
は
、
公
共
財
産
、
消
費
者

お
よ
び
環
境
保
護
に
関
す
る
公
共
民
事
訴
訟
（
集
団
訴
訟
）
に
従
事
し
て
き
た
が
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
や
脱
税
な
ど
の
分
野
に
も

携
わ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
実
務
の
傍
ら
、
二
〇
〇
七
年
よ
り
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
州
立
大
学
民
事
訴
訟
法
教
授
と
し
て
研
究
・
教

育
に
従
事
し
て
お
り
、
二
〇
一
五
年
か
ら
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
に
お
い
て
も
競
争
試
験
を
経
て
任
用
さ
れ
講
義
を
担
当
し
て
い
る
。

マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
の
カ
ブ
ラ
ウ
教
授
は
、
母
語
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
よ
る
注
釈
書
な
ど
の
著
作
の
ほ
か（

（2
（

、
ド
イ
ツ
語
や
英
語
、
イ
タ

リ
ア
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
も
多
数
の
論
文
を
執
筆
し
て
お
り
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
比
較
法
の
視
点
を
持
ち
つ
つ
、
ブ
ラ
ジ
ル
訴
訟
法

学
の
海
外
発
信
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

四　

後
援
お
よ
び
助
成
に
つ
い
て

　

シ
リ
ー
ズ
比
較
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
八
の
開
催
に
あ
た
り
、
村
田
学
術
振
興
財
団
（
研
究
会
助
成
）、
石
川
明
教
授
記
念
手
続

法
研
究
所
、
小
泉
基
金
（
外
国
人
学
者
招
聘
費
補
助
）、
科
研
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）
よ
り
貴
重
な
財
政
的
支
援
を
得
た
。
ま
た
、

開
催
告
知
に
つ
い
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
大
使
館
、
ブ
ラ
ジ
ル
大
使
館
、
パ
ナ
マ
大
使
館
、
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
法
律
・
文
化
協
会
、
東
京

サ
ン
パ
ウ
ロ
三
田
会
の
協
力
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
次
第
で
あ
る
。

〔
付
記
〕　

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費JP18K

01224

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
）　

中
川
和
彦
「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
民
法
典
起
草
者
ダ
ル
マ
シ
オ
・
ヴ
ェ
レ
ス
＝
サ
ル
ス
フ
ィ
エ
ル
ド
小
伝
」
成
城
法
学
七
九
号
（
二
〇
一

〇
年
）
五
～
四
三
頁
。

（
2
）　

現
行
の
一
九
九
四
年
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
憲
法
（Constitución N

acional: CN

）
で
は
、
各
州
に
憲
法
制
定
や
司
法
行
政
に
関
す
る
権
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限
が
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
（
五
条
）、
憲
法
に
よ
り
連
邦
政
府
に
委
任
さ
れ
て
い
な
い
全
て
の
権
限
を
各
州
が
保
持
す
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
る
（
一
二
一
条
）。
こ
う
し
た
権
限
と
の
相
関
性
で
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
州
ご
と
に
最
終
審
と
な
る
最
高
裁
判
所
が
あ
り
、

州
ご
と
に
固
有
の
手
続
法
（
民
事
、
商
事
お
よ
び
刑
事
）
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
七
五
条
三
〇
号
、
一
二
六
条
）。

（
3
）　

ジ
ェ
イ
ム
に
よ
れ
ば
、「
国
際
私
法
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
じ
る
以
上
、
最
も
重
要
な
現
象
は
、
非
常
に
不
均
質
な
法
源

間
の
対
話
の
結
果
と
し
て
、
法
の
抵
触
の
解
決
が
生
じ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
人
権
、
憲
法
、
国
際
条
約
、
国
内
法
体
系
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
こ
れ
ら
の
法
源
は
、
相
互
に
排
斥
し
合
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
法
源
は
相
互
に
『
対
話
す
る
』
の
で
あ
る
。
裁
判
官
は
、
も

ろ
も
ろ
の
法
源
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
調
和
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（D

ès lors que l

’on 
évoque la com

m
unication en droit international privé, le phénom

ène le plus im
portant est le fait que la solution 

des conflits de lois ém
erge com

m
e résultat d

’un dialogue entre les sources les plus hétérogènes. Les droits de  
l

’hom
m

e, les constitutions et les conventions internationales, les systèm
es nationaux: toutes ces sources ne  

s

’excluent pas m
utuellem

ent; elles 

“parlent

” l

’une à l

’autre. Les juges sont tenus de coordonner ces sources en 
écoutant ce qu

’elles disent.
）」（JA

Y
M

E, Erik, 

“Identité culturelle et intégration: le droit international privé 
postm

oderne,

” Recueil des cours 251, 1995, p. 259

）。

（
4
）　

リ
マ
＝
マ
ル
ケ
ス
教
授
は
、
一
九
九
〇
年
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
と
二
〇
〇
二
年
新
民
法
典
と
の
間
の
「
法
源
対
話
」
を
試
み

る
中
で
ブ
ラ
ジ
ル
型
法
源
対
話
論
と
し
て
再
構
成
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
保
護
法
典
改
正
法
律
家
委
員
会
メ
ン
バ
ー
（
兼
報
告
担
当

者
）
と
し
て
も
、
法
源
対
話
論
に
基
礎
を
置
く
「
消
費
者
利
益
優
先
原
則
」
の
明
文
化
に
尽
力
し
た
（M

A
RQ

U
ES, Cláudia Lim

a, 

“Superação das antinom
ias pelo diálogo das fontes: o m

odelo brasileiro de coexistência entre o código de defesa do 
consum

idor e o código civil de 2002,

” Revista da ESM
ESE, no 7, 2004, pp. 15-54

）。

（
5
）　

本
講
演
の
討
論
者
を
務
め
た
芳
賀
雅
顕
法
務
研
究
科
教
授
に
よ
れ
ば
、
各
国
実
質
法
の
内
容
を
具
体
的
に
検
討
し
た
上
で
法
適
用
の

優
先
関
係
を
判
断
す
る
点
で
、
強
行
法
規
の
特
別
連
結
理
論
に
似
た
考
え
方
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
で
は
、「
優
遇
比
較
」
と

い
う
表
現
で
説
明
し
て
い
る
箇
所
が
こ
れ
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か
（
小
出
邦
夫
編
著
『
逐
条
解
説
・
法
の
適
用
に
関
す
る
通
則
法

［
増
補
］』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
四
年
）
一
三
六
頁
、
出
口
耕
自
著
『
論
点
講
義
国
際
私
法
』（
法
学
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
二
六
八
頁
、

櫻
田
嘉
章
ほ
か
編
『
注
釈
国
際
私
法
（
1
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）〔
西
谷
裕
子
〕
二
五
四
頁
）。
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（
6
）　

山
口
詩
帆
「
二
〇
一
四
年
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
新
民
商
法
典
に
お
け
る
「
支
援
（apoyo

）」
制
度
―
わ
が
国
の
成
年
後
見
制
度
の
改
革

と
障
害
者
権
利
条
約
へ
の
適
合
に
向
け
て
―
」
法
学
政
治
学
論
究
一
二
一
号
（
二
〇
一
九
年
）
二
〇
七
～
二
四
〇
頁
。

（
7
）　

一
八
〇
四
年
フ
ラ
ン
ス
民
法
で
は
「
契
約
の
成
立
」
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
お
ら
ず
、
合
意
（conventions

）
の
有
効
性
に

つ
い
て
規
定
す
る
一
一
〇
八
条
の
下
で
、
申
込
み
や
承
諾
の
問
題
、
契
約
成
立
時
期
の
問
題
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。
二
〇
一
六
年
フ
ラ
ン

ス
改
正
債
務
法
で
は
、「
契
約
の
成
立
（La form

ation du contrat

）」（
第
二
節
）
に
関
す
る
規
定
群
が
新
規
に
創
設
さ
れ
、
そ
の
中

で
「
申
込
み
お
よ
び
承
諾
（L

’offre et l

’acceptation

）」（
第
二
小
款
）
に
つ
い
て
明
文
で
定
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、
一
一
二

一
条
で
は
契
約
の
成
立
時
期
を
承
諾
到
達
時
と
す
る
一
方
で
、
申
込
み
の
撤
回
ル
ー
ル
お
よ
び
失
効
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
別
段
の
定
め

を
置
く
（
一
一
一
五
条
～
一
一
一
七
条
）。
こ
の
よ
う
に
契
約
成
立
時
期
の
問
題
と
申
込
み
の
撤
回
可
能
性
の
問
題
は
分
離
し
て
考
慮
さ

れ
る
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
翻
っ
て
、
申
込
み
の
撤
回
可
能
性
の
問
題
は
、
同
じ
く
第
二
節
に
小
款
と
し
て
新
規
創
設
さ
れ
た

「
交
渉
（Les négociations
）」（
一
一
一
二
条
～
一
一
一
二
―
二
条
）
や
「
一
方
予
約
（Le pacte de préférence et la prom

esse 
unilatérale

）」（
一
一
二
三
条
～
一
一
二
四
条
）
と
の
相
対
的
関
係
性
の
分
析
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
8
）　

隣
接
親
権
者
（progenitor afín
）
と
は
、
児
童
ま
た
は
青
少
年
の
監
護
義
務
を
負
う
者
と
同
居
す
る
配
偶
者
又
は
同
居
人
と
し
て

定
義
さ
れ
て
い
る
（
六
七
二
条
）。
ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
（fam

ilia ensam
blada

）
に
関
し
て
、
隣
接
親
権
者
に
、
監
護
に
お
け
る

協
力
の
た
め
の
諸
権
限
を
付
与
す
る
ほ
か
、
同
人
が
同
居
か
ら
当
然
に
生
じ
る
約
束
や
任
務
を
果
た
し
、
日
常
生
活
を
請
け
負
う
こ
と
が

で
き
る
た
め
に
国
内
規
範
お
よ
び
社
会
に
対
す
る
関
係
で
必
要
な
承
認
を
与
え
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
隣
接
親

権
者
と
い
う
概
念
は
、
ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
中
核
を
構
成
す
る
価
値
を
有
す
る
も
の
と
な
る
。
つ
ま
り
、
親
権
者
の
配
偶
者
お
よ
び

同
居
人
は
、
ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
い
う
「
家
族
」
に
お
け
る
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
有
す
る
必
要
的
構
成
員
と
し
て
考
慮
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
内
の
内
と
外
と
い
う
壁
が
取
り
払
わ
れ
、
内
も
外
も
な
い
単
一
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

を
構
築
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
（A

ída K
em

elm
ajer de Carlucci, M

arisa H
errera, N

ora Lloveras, T
ratado de 

D
erecho de Fam

ilia, T
om

o IV
, Buenos A

ires: Editorial Rubinzal – Culzoni, 2014, p. 237
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（
9
）　M

aria Berenice D
ias, H

om
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ireitos LG
BT

I, 7ª ed., São Paulo: Revista dos T
ribunais, 2016.
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10
）　
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シ
ャ
ド
・
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エ
ル
著
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ブ
ラ
ジ
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の
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性
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法
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例
に
よ
る
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成
と
家
族
概
念
の
転
換
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八
年
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